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水産分野において性の産み分けを行うために、性転換したXXオス（偽オス）の作成にメチルテストステロンが使用されていたが、不稔の

個体が生まれたり、輸精管の無い個体が生まれたりする不都合がある。性転換のためのホルモン処理の効率化のための知見となる。
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メダカの生殖細胞に及ぼすメチルテストステロンの影響

共焦点顕微鏡 SP5

メダカ受精卵を男性ホルモンであるメチルテストステロンに暴露すると遺伝子型メスから表現型オスへの性転換が誘導できるが、高濃

度のメチルテストステロン暴露では逆に遺伝子型オスがメスに性転換する場合もある。一方、メダカ受精卵を女性ホルモンに暴露すると

遺伝子型オスが表現型メスへ性転換し、女性ホルモン合成阻害剤であるエキセメスタンで処理すると遺伝子型メスが表現型オスへ性

転換する。今回、エキセメスタンで処理後に生殖細胞特異的タンパク質に対する抗体で生殖細胞を免疫染色して共焦点レーザー顕微

鏡観察したところ、エキセメスタンによる性転換過程がメチルテストステロン処理による性転換過程と似ていることが示された。
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